
 

１．平成２０年度から本格的に実施している
各診療科等における目標管理(目標値を設
定)に関して，その効果を検証しつつ効果的
な経営方法を構築する。更に診療コストの削
減について，より効果的な方法を検討する。

２．地域医療連携を軸として患者サービスの
向上を図る。また，退院支援システムの改善
など患者中心の入退院システムを構築し，環
境整備を図る。
　
　
３．患者に対するサービス業務の推進や病院
運営の効率化・適正化を図る。また，新たな
事業を企画することにより，収入の安定的確
保に努める

１．目標管理の実施方法を一部改善し，従来は診療科等の自己申告により目標を設定してい
たところ，今年度は経営目標数値を病院執行部で設定し，病院長ヒアリングの実施結果に基
づき各診療科等の目標を定めることとした。目標値設定後，毎月，実績をチェックし，必要な診
療科等に対し中間ヒアリングを実施し，改善要請を行った。この結果，念願であった単年度黒
字化の達成も見えてきた。
　また，診療コスト削減に関しては，医薬品については医薬品購入に関する検討会を中心に，
医療材料に関しては医療材料選定会議において強力に値引き交渉を行い効果が出ている。
　・医薬品△150,818千円(年間削減見込額)
　・医療材料△33,063千円・・・２月末現在実績

２．　本学と岡山市との医療連携協定に基づいた地域医療の充実を具体化するため，具体的
事項等詳細な事業について検討を進めている。
　また，地域医療機関との連携面においては，医療機関に対してアンケート調査を実施し，予
約満足度は希望通り(55%)，希望日に近い日時(35%)とほぼ満足との回答であった。
　そのほか，県内の主要な病院との連携を目的として「連携実務者の会」を立ち上げ情報交換
等連携を密にしている。

患者サービス面では検査部における患者の流れを改善し，また生理系ネットワークシステム
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１．特定機能病院としての機能をさらに進化
させるため，先進医療の研究・開発を図り，
その論文数の増及び申請を促進する。
　
２．医療教育機関として，新たな研修制度に
対応する卒後研修プログラムの開発を行うと
ともに，定員数の拡充及び充足率の向上を
図る。

１．特定機能病院として高度な医療を提供するため，先進医療の開発・提供の推進を図った。
先進医療の申請・承認状況は，平成２１年度には，新規申請を３件行い，２件が承認された。
２１年度末時点で，先進医療承認件数は１８件となる。
　また，先進医療に関する論文発表数は，２１年度については現段階では未調査ではあるが，
平成１９年度１３７件，平成２０年度２８０件と増加傾向にある。
　そのほか，先進医療として，ナノバイオ標的シーズの臨床開発を本院のみならず，海外（英
国，米国，台湾）においても推進している。
　
２．医療教育機関として医師・歯科医師の卒後臨床研修プログラムの充実を図るため，医師
卒後研修については，プログラムの大幅な見直しを行い，「地域の中で医師を育てる」をコンセ
プトに協力型研修病院及び施設とコンソーシアムを組み，本院と市中病院・施設の研修を組
み合わせたプログラムを策定した。歯科卒後研修については，地域歯科医療施設数の増加等
により地域研修の充実を図った。
　また，充足率の向上のため，医学部在籍中の学生に対する広報活動やホームページのリ
ニューアルを行った結果，医師マッチング試験の応募者が昨年度３８名を大幅に上回る８８名
の応募があり，マッチ率１００％(昨年度３７．５％)を達成した。

　　達成度： 4 ③ 2 1
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組織目標評価報告書（平成２１年度）

部局名： 　　  岡山大学病院 

組織目標 　　達成度：
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保に努める。

４．より効果的・効率的医療の提供のための
中央診療棟の整備計画を具体化する。また，
大学病院の使命である高度で安全な医療提
供に関して質的向上を図る。
　

　患者サ ビス面では検査部における患者の流れを改善し，また生理系ネットワ クシステム
の導入により，検査待ち時間と結果報告時間に効果があった。なお，予約変更センター業務
の改善により，従来できなかった検査予約も変更可能となり患者サービスの向上を図った。さ
らに，支援が必要な患者に対して情報の共有を図ることにより，早期介入に努め，退院後の
サポート体制も整備した。
　
３．患者サービス及び効率化のため，会計表示板・入金機等の設置場所の改善により患者の
流れがスムーズになり，混雑緩和に寄与した。
　また掲示板の整備(院内６ヶ所設置)，電子ポスターシステムの充実等により掲示物の整理，
患者サービスの向上を図った。
　さらに看護部と事務部のサービス向上委員会において問題に対する実効性のある解決策を
検討し，実行に努めている。
　収入の安定的確保の面から，診療報酬請求実務の合理化・精度向上を目的にレセプト
チェックシステムを導入した。さらに医事課職員の専門性を高め請求漏れの防止，適正なレセ
プト請求を図るため，業務委託から特別契約職員として雇用した。この結果，本年度約２００万
円の経費削減効果があった。

４．新中央診療棟へ移転を予定している部署に対して，施設有効活用のため跡地利用計画案
を策定した。さらに，旧光学診療部跡地利用に関しては，原案を策定し，今後具体的に調整す
ることとなった。
　高度で安全な医療を提供するため，医療安全管理部の職員会議構成員を多職種にしたこと
により，インシデント分析や改善策の立案に有効であった。
　また，安全確保の観点から巡視や直接現場確認等を実施することにより，医師等の現場で
の意見を収集しやすくなり有効であり，今後もこの体制は継続する。さらに，リスクマネー
ジャー会議を毎月定期的に開催し，事例研究等により安全な医療について啓発している。こ
のことは，診療科長等会議・病院連絡協議会等各種会議において，情報共有・周知徹底を図
り，医療安全に努めている。
　なお，抗ガン剤使用に関しては対応ガイドラインの改訂を行い，より安全なガン化学療法を
実施するため院内専用ＨＰ(診療マニュアル)に掲載した。
　さらに，臓器移植法が改正されるに伴い，今後益々移植医療に係る諸問題への対応は避け
られず，このため今年度「臓器移植問題検討委員会」を設置し，より的確な対応と透明性を図
ることとした。

　　達成度： 4 ③ 2 1



【達成度】　４：非常に優れている　 ３：良好である 　２：概ね良好であるが改善の余地あり 　１：不十分であり改善を要する

【自己評価総括記述欄】※目標及び指標の達成状況について総括し，次年度に向けた改善点等を記載してください。

科研費採択率 ２３．６％

前年以上の採択率の増加に努める
※評価は，医歯薬学総合研究科とあ
わせて実施願いたい ２３．４％

前年以上の申請件数の増加に努め
る
※評価は，医歯薬学総合研究科とあ
わせて実施願いたい

医療費率（本院）
３９．２７％

前年度以下の医療費率に抑制する 　
４０．０４％（２月末時点見込み）

　組織目標及び客観的指標の達成状況は，全体として良好であった。特に，単年度黒字化を強力に推進し，達成の見込みが立った。
　また，今年度は，突発的に発生した新型インフルエンザに対して，病院事業継続のための諸施策を実施し，大きな影響を受けることがなかった。
　２２年度は，研究面の推進と社会貢献面（地域医療連携）の充実を図る。

受託研究件数

16年度12件　17年度 9件
18年度13件　19年度13件

20年度16件
増加率２３．１％

過去５年間の平均研究件数１３件以
上
※評価は，医歯薬学総合研究科とあ
わせて実施願いたい

２１年度　１９件

　
２２８．７億円（２月末時点見込み）

共同研究件数

16年度 2件　17年度10件
18年度10件　19年度15件

20年度10件
増加率△３３．３％

過去５年間の平均研究件数１０件以
上
※評価は，医歯薬学総合研究科とあ
わせて実施願いたい

２１年度　１１件

科研費申請率 ８３．０%

診療経費の抑制

８３．１%
客
観
的
指
標

事　項 前　年 今年の目標 達成状況

医療収入の増収

病院収入額（本院）
２１８．２６億円

前年度以上の増収を図る
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